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冥
の
会
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究
（
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境
と
協
同
を
め
ぐ
る
素
描 —

新
里
直
之

　

日
本
現
代
演
劇
に
関
す
る
記
述
で
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
出
来
事
だ
が
、
１
９
７
０
年
、
能
・
狂
言
の
役
者
、

新
劇
の
俳
優
、
そ
れ
に
演
出
家
や
評
論
家
ら
が
集
い
、
ひ
と

つ
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
い
る
。
名
前
は
「
冥め
い

の
会
」。

70
年
代
に
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
と
職
種
が
交
わ
る
協
同
創
作

に
よ
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
演
劇
作
品
を
生
み
出
し
た
集
団
で
あ

る
。
代
表
を
つ
と
め
た
観
世
寿
夫
は
、
世
阿
弥
の
能
楽
論
、

能
の
理
念
を
現
代
に
活
か
そ
う
と
し
た
当
代
き
っ
て
の
能
役

者
で
あ
り
、
同
時
に
先
鋭
的
な
現
代
音
楽
や
現
代
美
術
と
の

交
流
・
協
同
に
も
積
極
的
に
身
を
投
じ
て
い
た
。
寿
夫
の
活

動
は
、
時
と
し
て
「
越
境
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
ら
れ

研
究
論
文

重
要
な
こ
と
は
、
そ
う
し
た
「
越
境
」
が
、
寿
夫

の
能
に
、
新
し
い
糧
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
弟

の
榮
夫
の
よ
う
に
、
領
域
横
断
を
、
無
謀
な
ま
で

の
勢
い
で
企
て
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
寿
夫
で
あ

り
、
そ
の
本
質
は
あ
く
ま
で
も
能
に
あ
っ
て
、
し

て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
深
い
含
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
冥
の
会
で
寿
夫
と
仕
事
を
と
も
に
し
た
渡
邊

守
章
は
、作
曲
家
・
湯
浅
譲
二
の
ミ
ュ
ジ
ー
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー

ト
作
品
『
葵
の
上
』（
61
年
）
を
引
き
合
い
に
出
し
「
そ
こ

で
は
観
世
寿
夫
と
い
う
特
権
的
な
身
体
性
が
、
能
と
は
異

質
の
領
域
に
越・

・

・

・

境
し
て
い
る
」（
傍
点
原
文
）
と
述
べ
、
さ

ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

　
序
に
代
え
て
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観
世
榮
夫
は
58
年
に
能
楽
界
を
離
脱
し
た
後
、
現
代
演

劇
や
オ
ペ
ラ
と
い
う
「
外
部
」
の
表
現
領
域
に
本
格
的
に

進
出
し
、
国
内
外
で
精
力
的
に
演
出
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
寿
夫
の
営
為
は
あ
く
ま
で
能
を
本

分
と
し
つ
つ
、「
外
部
」
と
の
往
還
を
糧
に
し
て
能
を
現
代

芸
術
に
開
く
実
験
を
遂
げ
た
、
と
渡
邊
は
捉
え
て
い
る
。

　

一
方
、
70
年
代
に
や
は
り
寿
夫
と
い
く
つ
か
の
仕
事
を

と
も
に
し
た
演
出
家
・
鈴
木
忠
志
は
「
つ
ね
づ
ね
世
阿
弥

に
か
え
れ
と
い
う
こ
と
を
口
に
し
」「
現
代
劇
に
ま
で
越
境

し
て
き
た
」
寿
夫
の
生
き
か
た
に
、
あ
る
逆
説
が
潜
ん
で

い
る
と
解
し
て
い
る
。

か
も
世
阿
弥
型
の
複
式
夢
幻
能
を
、
寿
夫
の
そ
れ

と
し
て
磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
。（
中
略
）

能
の
内
部
に
留
ま
り
、
し
か
も
内
部
か
ら
能
を
現

代
の
舞
台
芸
術
に
変
容
さ
せ
た
寿
夫
の
周
到
な
実

験
は
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
も
の
ば
か
り
が
持
て
囃
さ

れ
る
現
代
に
あ
っ
て
は
、
一
層
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
は
あ
る
ま
い
か
１

。

そ
れ
は
、
そ
れ
じ
た
い
と
し
て
は
価
値
を
主
張
で

き
な
い
一
生
の
修
業
を
、
と
も
か
く
身
体
に
ひ
き

う
け
て
み
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
否
定
的
媒
介

と
し
て
未
知
な
る
場
所
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
修
業
を
捨
て
去
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
し
か
、
ほ
か
な
ら
ぬ
修
業
じ
た
い
の
価
値
を
見

つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

む
ろ
ん
捨
て
去
る
と
い
っ
て
も
、
無
に
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
を
相
対
化
す
る
緊
張
を
生
き
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
２

。

　

鈴
木
に
よ
る
と
、
現
代
に
生
き
る
能
役
者
ひ
い
て
は
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
演
劇
人
は
、
世
阿
弥
の
よ
う
な
創
造

体
験
か
ら
い
わ
ば
疎
外
さ
れ
て
い
る
。
現
今
の
文
化
制
度

の
な
か
で
演
技
の
修
業
や
内
省
を
通
し
て
世
阿
弥
が
接
触

し
得
た
で
あ
ろ
う
生
の
深
淵
へ
と
接
近
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
む
し
ろ
ま
っ
た
く
逆
方
向
の
道
を
た
ど
ら
ざ
る
を
得

な
い
、
と
鈴
木
は
い
う
。

　
「
一
生
の
修
業
」
を
ひ
き
う
け
る
た
め
に
、
狭
義
の
「
修

業
」
に
自
足
す
る
こ
と
な
く
、「
未
知
な
る
場
所
」
で
能
を

相
対
化
す
る
緊
張
を
自
ら
に
課
す
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
が

寿
夫
の
行
動
原
理
だ
っ
た
、
と
鈴
木
は
捉
え
て
い
る
。

　

渡
邊
や
鈴
木
の
こ
と
ば
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
「
越
境
」

を
め
ぐ
る
逆
説
。
つ
ま
り
寿
夫
に
お
い
て
能
の
内
部
で
の

求
心
的
な
実
践
が
、
能
の
外
部
に
向
か
う
遠
心
的
な
行
動

と
不
可
分
だ
っ
た
と
い
う
事
態
は
、
い
ま
何
を
語
り
か
け

て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

寿
夫
の
生
誕
１
０
０
年
を
む
か
え
た
現
在
、
舞
台
芸
術

に
お
い
て
領
域
や
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
す
る
試
み
が
、
も
は

や
珍
し
く
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
だ
が
ジ
ャ

ン
ル
の
拡
張
や
そ
の
定
義
の
曖
昧
化
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、

領
域
横
断
的
な
協
同
の
根
拠
を
問
う
こ
と
は
ま
す
ま
す
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
ジ
ャ
ン
ル
を
乗
り
越
え
る
挑

戦
が
必
然
的
に
抱
え
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
葛
藤
を
お

よ
そ
自
覚
す
る
こ
と
な
く
混
成
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
選
択
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
点
検
す
る
実
定
的
な
基
準
も
ま

た
見
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
冥
の
会

に
ま
つ
わ
る
緊
張
関
係
を
孕
ん
だ
越
境
、
ま
た
そ
こ
で
生

ま
れ
た
協
同
の
内
実
に
は
、
こ
う
し
た
現
状
に
対
す
る
批

評
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
舞
台
芸
術
に
お

い
て
越
境
が
創
造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
領
域
横
断
的
な
協
同
の
根
拠
と

は
何
か
、
と
い
う
本
質
的
な
問
い
に
対
す
る
示
唆
が
、
そ

こ
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

１
９
７
０
年
12
月
、
冥
の
会
の
結
成
に
は
、
15
名
が
参

加
し
て
い
る
。
能
楽
か
ら
は
代
表
の
観
世
寿
夫
、
観
世
榮

夫
（
当
時
、
能
楽
界
を
離
れ
て
い
た
）、
観
世
静
夫
（
八
世

銕
之
丞
）、
野
村
万
之
丞
（
現
・
萬
）、
野
村
万
作
、
宝
生
閑
、

山
本
則
寿
（
現
・
東
次
郎
）。
新
劇
や
他
の
職
種
か
ら
は
天

野
二
郎
（
演
出
家
）、
石
澤
秀
二
（
演
出
家
、
評
論
家
）、

関
弘
子
（
俳
優
）、早
野
寿
郎
（
演
出
家
）、藤
波
与
兵
衛
（
歌

舞
伎
小
道
具
）、
森
塚
敏
（
俳
優
）、
山
岡
久
乃
（
俳
優
）、

山
崎
正
和
（
劇
作
家
、
評
論
家
）、
渡
邊
守
章
（
演
出
家
、

　
１

　
冥
の
会
の
背
景



11

冥の会研究（一）   — 越境と協同をめぐる素描 —

10

表
象
文
化
論
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）
が
同
人
に
名
を
連
ね
て

い
る
３

。
伝
統
と
現
代
、
も
し
く
は
実
践
と
研
究
の
垣
根
を

超
え
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
継
続
的
な
演
劇
活
動
を
目
指

す
集
団
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
は
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

冥
の
会
の
背
景
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
戦
後
復
興
期

以
降
の
能
楽
と
近
現
代
演
劇
の
動
き
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を

取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
集
団
形
成
の
動
因
を
、
３
つ
の
観

点
か
ら
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

　

１
つ
目
は
、
伝
統
芸
術
の
会
、
能
楽
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

会
の
存
在
で
あ
る
。
伝
統
芸
術
の
会
は
、
１
９
４
９
年
「
古

典
芸
術
の
会
」
の
名
で
発
足
し
、
翌
年
改
称
し
て
い
る
。

社
会
心
理
学
者
の
南
博
が
会
長
を
つ
と
め
幅
広
い
知
識
人
、

芸
能
の
実
演
家
、
芸
術
家
ら
が
集
う
自
由
な
意
見
交
換
の

場
を
つ
く
り
、
舞
台
芸
術
お
よ
び
芸
能
全
般
を
対
象
と
す

る
研
究
会
、
公
演
、
出
版
活
動
を
行
っ
た
団
体
で
あ
る
。

一
方
、
能
楽
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
は
、
１
９
５
０
年
、
能

楽
書
林
社
長
の
丸
岡
明
の
呼
び
か
け
に
よ
り
結
成
さ
れ
て

い
る
。
能
楽
が
新
し
い
時
代
の
芸
術
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
を
促
進
し
、
各
界
の
文
化
人
や
研
究
者
と
若
手
の
能
楽

師
と
の
交
流
の
き
っ
か
け
を
生
み
出
す
ほ
か
、
舞
台
公
演

や
研
究
会
を
主
催
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
会
合
で
は
、
新
た
な
時
代
に
応
答
す
る
伝
統

芸
能
の
あ
り
か
た
や
そ
の
意
義
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
は
観
世
三
兄
弟
（
寿
夫
、
榮
夫
、
静
夫
）、

野
村
兄
弟
（
万
之
丞
、
万
作
）、
あ
る
い
は
天
野
二
郎
や
藤

波
与
兵
衛
ら
、
後
に
冥
の
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
人
々
も

参
画
し
、
伝
統
演
劇
を
同
時
代
の
表
現
と
し
て
再
検
討
す

る
と
い
う
課
題
を
共
有
し
て
い
た
。

私
達
が
本
当
に
正
し
い
意
味
で
能
を
明
日
に
生
き

る
古
典
芸
能
と
し
て
伝
え
て
い
く
う
え
に
能
楽
社

会
の
狭
い
殻
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
い
け

な
い
（
中
略
）
個
人
々
々
が
一
人
で
苦
し
ん
だ
と

こ
ろ
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
同
様
の

苦
し
み
を
も
っ
た
多
く
の
能
楽
人
が
集
っ
て
研
究

し
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
苦
し
み
に
耐
え
生
活
し

て
い
る
人
々
と
同
じ
苦
悩
を
訴
え
合
い
な
が
ら
い

　

右
は
１
９
５
２
年
、
観
世
寿
夫
・
観
世
静
夫
が
連
名
で

伝
統
芸
術
の
会
の
会
報
に
発
表
し
た
文
章
の
一
部
で
あ

る
。「
能
楽
社
会
」
の
外
へ
の
志
向
や
「
能
楽
人
」
有
志

の
結
集
へ
の
意
欲
が
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
翌
53
年
、
観
世

三
兄
弟
は
能
楽
の
一
般
普
及
を
目
的
と
す
る
「
華
の
会
」

を
結
成
し
て
い
る
。
こ
の
演
能
団
体
に
は
、
途
中
か
ら
狂

言
方
で
は
野
村
兄
弟
、
ワ
キ
方
で
は
宝
生
閑
ら
が
参
加
し

て
お
り
、
す
で
に
冥
の
会
の
能
楽
側
の
同
人
の
顔
ぶ
れ
が

揃
い
つ
つ
あ
る
。

　

２
つ
目
は
、
能
楽
に
ま
つ
わ
る
実
験
的
な
い
し
ジ
ャ
ン

ル
横
断
的
な
舞
台
作
品
の
台
頭
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大

戦
前
後
ま
で
は
、
能
楽
と
他
ジ
ャ
ン
ル
の
舞
台
芸
術
と
の

交
流
と
い
え
ば
歌
舞
伎
お
よ
び
邦
楽
・
邦
舞
と
の
関
係
に

お
お
む
ね
集
中
し
て
い
た
。
他
方
、
新
劇
は
大
勢
と
し
て

は
西
欧
近
代
演
劇
を
模
範
と
し
、
日
本
の
伝
統
演
劇
と
隔

絶
す
る
傾
向
が
強
く
、
能
楽
と
の
接
点
は
き
わ
め
て
限
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
50
、
60
年
代
に
入
る

と
し
だ
い
に
変
化
し
て
く
る
。
能
楽
と
「
外
部
」
と
の
創

造
的
な
交
流
が
活
発
化
し
、
意
識
的
に
能
楽
の
形
式
や
手

法
を
取
り
入
れ
る
、
あ
る
い
は
能
楽
の
表
現
の
拡
張
を
図

る
実
験
的
な
舞
台
が
さ
ま
ざ
ま
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
冥

の
会
の
同
人
た
ち
は
そ
う
し
た
革
新
的
な
活
動
の
担
い
手

と
な
り
、能
狂
言
の
様
式
に
よ
る
創
作
劇
の
夕
『
夕
鶴
』（
原

作
＝
木
下
順
二
／
演
出
＝
武
智
鉄
二
／
出
演
＝
野
村
万
作

ほ
か
／
54
年
）、
円
形
劇
場
形
式
に
よ
る
創
作
劇
の
夕
『
月

に
憑
か
れ
た
ピ
エ
ロ
』（
演
出
＝
武
智
鉄
二
／
出
演
＝
観
世

寿
夫
、
野
村
万
作
ほ
か
／
55
年
）、
同
前
『
綾
の
鼓
』（
作

＝
三
島
由
紀
夫
／
演
出
＝
武
智
鉄
二
／
出
演
＝
観
世
静
夫
、

野
村
万
之
丞
ほ
か
／
55
年
）、
冠
者
会
『
楢
山
節
考
』（
原

作
＝
深
沢
七
郎
／
演
出
＝
横
道
萬
里
雄
・
岡
倉
士
朗
／
出

演
者
＝
野
村
万
之
丞
、
野
村
万
作
ほ
か
／
57
年
）
な
ど
、

多
く
の
舞
台
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
５

。

　

３
つ
目
は
、
以
上
に
挙
げ
た
動
向
や
出
来
事
の
そ
ば
で
、

同
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
問
題
意
識
を
育
み
つ
つ
進
め
た
、

固
有
の
歩
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
俯
瞰
的
に

ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
検
討
し
合
う
こ
と
が
先
ず
必

要
で
す
４

。
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作
＝
ソ
ポ
ク
レ
ス
／
潤
色
＝
山
崎
正
和
／
演
出
＝
観
世
榮
夫
／
演

出
協
力
＝
石
澤
秀
二
／
出
演
＝
観
世
寿
夫
（
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
）、

山
岡
久
乃
（
イ
オ
カ
ス
テ
）、
野
村
万
作
（
ク
レ
オ
ー
ン
）、
野
村

万
之
丞
（
テ
イ
レ
シ
ア
ス
）、
観
世
静
夫
（
コ
ロ
ス
の
長
）、
宝
生

閑（
コ
ロ
ス
）ほ
か
／
１
９
７
１
年
７
・
８
月
／
大
阪
毎
日
ホ
ー
ル
、

東
京
砂
防
会
館
ホ
ー
ル
ほ
か
／
劇
団
青
年
座
提
携
公
演

主
な
調
査
資
料

：

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
上
演
台
本
、
記
録
写
真

集
約
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
冥
の
会
の

立
ち
上
げ
を
主
導
し
、
同
人
全
体
を
結
び
つ
け
た
観
世
寿

夫
の
歩
み
の
周
辺
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

寿
夫
は
数
多
く
の
演
能
で
シ
テ
を
つ
と
め
つ
つ
、
52
年

か
ら
は
能
楽
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
主
催
の
世
阿
弥
伝
書
研

究
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
武
満
徹
『
水

の
曲
』（
60
年
）
の
作
舞
・
出
演
、
一
柳
慧
『
プ
ラ
テ
ィ
ヤ

ハ
ラ
』（
63
年
）
で
の
大
鼓
の
演
奏
な
ど
、
前
衛
音
楽
の
仕

事
に
携
わ
り
、
62
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
招
聘
日
仏
演
劇

交
換
留
学
生
と
し
て
渡
仏
。
20
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
現
代
演

劇
を
代
表
す
る
俳
優
・
演
出
家
の
一
人
で
あ
る
ジ
ャ
ン
＝

ル
イ
・
バ
ロ
ー
の
も
と
で
学
び
、
世
界
の
舞
台
芸
術
に
お

け
る
能
楽
の
位
置
、
さ
ら
に
は
演
劇
と
し
て
の
能
の
真
価

に
つ
い
て
実
践
的
な
思
考
を
重
ね
て
い
る
。

　

新
劇
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
く
と
、
60
年

代
、
弟
の
榮
夫
は
劇
団
青
年
座
の
公
演
に
た
び
た
び
参
加

し
て
い
る
が
（
演
出
、
能
・
謡
曲
の
指
導
を
担
当
）、
寿
夫

も
青
年
座
の
元
劇
団
員
で
あ
る
関
弘
子
原
案
に
よ
る
企
画

公
演
『
わ
ざ
お
ぎ
の
ふ
る
さ
と
』（
演
出
＝
早
野
寿
郎
／
69

年
）
の
作
調
・
按
舞
・
出
演
、
同
劇
団
の
公
演
『
盟
三
五

大
切
』（
作
＝
鶴
屋
南
北
／
改
作
・
演
出
＝
石
澤
秀
二
／
69

年
）
の
節
付
・
作
舞
を
つ
と
め
て
い
る
。
冥
の
会
の
第
１

回
公
演
に
際
し
て
、寿
夫
は「
僕
ら
と
新
劇
の
人
と
や
る
と
、

僕
ら
の
中
に
は
な
ん
の
抵
抗
感
も
い
ま
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
」
と
語
っ
て
い
る
が
６

、
集
団
結
成
ま
で
の
創
作
現
場

で
、
同
人
た
ち
の
信
頼
関
係
と
協
同
の
基
礎
が
培
わ
れ
た

こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
。

　
２

　
冥
の
会
の
上
演
史

　

　

冥
の
会
が
１
９
７
１
年
か
ら
76
年
ま
で
に
行
っ
た
、
計

７
回
の
公
演
の
基
本
デ
ー
タ
を
右
に
掲
げ
た
。
本
研
究
で

原
作
＝
セ
ネ
カ
／
訳
・
潤
色
・
演
出
＝
渡
邊
守
章
／
美
術=
朝

倉
摂
／
照
明
＝
吉
井
澄
雄
／
出
演:

観
世
寿
夫
（
メ
デ
ア
）、
野

村
万
作
（
イ
ヤ
ソ
ン
）、
関
弘
子
（
メ
デ
ア
の
乳
母
）
ほ
か
／

１
９
７
５
年
７
月
／
紀
伊
國
屋
書
店
提
携
公
演

主
な
調
査
資
料

：

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
上
演
台
本
、
記
録

写
真
、
記
録
動
画

作
＝
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
イ
ヨ
ネ
ス
コ
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
／

演
出
＝
天
野
二
郎
／
出
演
＝
山
岡
久
乃
、
関
弘
子
、
宝
生
閑
ほ
か

／
１
９
７
５
年
10
・
12
月
／
渋
谷
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
／
渋
谷
ジ
ャ
ン

ジ
ャ
ン
提
携
公
演

作
＝
泉
鏡
花
／
演
出
＝
観
世
榮
夫
／
出
演
＝
観
世
静
夫
（
富

姫
）、
吉
田
日
出
子
（
亀
姫
）、
串
田
和
美
（
図
書
之
助
）
ほ
か
／

１
９
７
６
年
12
月
／
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
／
紀
伊
國
屋
書
店
提
携
公
演

主
な
調
査
資
料

：

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
＝
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
／
訳
・
演
出
＝
渡
邊
守
章
／
演
出
協
力
＝

観
世
榮
夫
／
出
演
＝
観
世
寿
夫
（
ク
リ
ュ
タ
イ
メ
ー
ス
ト
ラ
ー
）、

野
村
万
之
丞
（
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
）、久
保
幸
一
（
ア
イ
ギ
ス
ト
ス
）

ほ
か
／
１
９
７
２
年
７
月
／
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
／
紀
伊
國
屋
書
店

提
携
公
演

主
な
調
査
資
料

：

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
上
演
台
本
、
記
録
写
真

作
＝
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
／
訳
＝
安
堂
信
也
・
高
橋
康
也
／

脚
本
・
演
出
＝
石
澤
秀
二
／
美
術
＝
安
倍
真
知
／
出
演
＝
観
世
寿

夫
（
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
）、
野
村
万
之
丞
（
エ
ス
ト
ラ
ゴ
ン
）、
観
世

静
夫
（
ポ
ッ
ツ
ォ
）、
田
森
敏
一
（
ラ
ッ
キ
ー
）
ほ
か
／
１
９
７
３

年
９
月
／
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
／
紀
伊
國
屋
書
店
提
携
公
演

主
な
調
査
資
料

：

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
上
演
台
本
、
記
録
写
真

原
作
＝
中
島
敦
／
脚
本
＝
矢
代
静
一
／
演
出
＝
観
世
榮
夫
／
出
演

＝
野
村
万
作
（『
名
人
伝
』
の
紀
昌
）、
山
岡
久
乃
（『
名
人
伝
』

の
紀
昌
の
妻
）、
観
世
寿
夫
（『
山
月
記
』
の
李
徴
）、
野
村
万
之

丞
（『
山
月
記
』
の
袁

）
ほ
か
／
１
９
７
４
年
７
月
／
紀
伊
國

屋
ホ
ー
ル
ほ
か
／
紀
伊
國
屋
書
店
提
携
公
演

主
な
調
査
資
料

：

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
上
演
台
本
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は
こ
れ
ら
の
公
演
に
関
す
る
上
演
資
料
の
調
査
を
進
め
て

お
り
、
調
査
済
の
資
料
種
別
に
つ
い
て
も
公
演
ご
と
に
付

載
し
て
い
る
７

。

　

こ
れ
は
旗
揚
げ
公
演
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』
の
チ
ラ

シ
に
掲
げ
ら
れ
た
一
節
で
あ
る
。
能
楽
と
現
代
演
劇
と
の

「
結
合
」
に
よ
り
「
新
し
い
劇
の
創
造
」
を
目
指
す
清
新
な

息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。
同
公
演
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
能

楽
、
歌
舞
伎
、
文
楽
、
新
劇
な
ど
が
併
存
し
て
い
な
が
ら

も
互
い
に
断
絶
し
て
い
る
日
本
演
劇
の
実
情
を
踏
ま
え
て

「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
」
を
創
る
に
当
た
り
、
従
来
の

能
、
狂
言
、
新
劇
と
い
う
既
成
の
枠
を
打
ち
破
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
否
定
に
も
と
づ
く
新
し
い
劇
様

式
を
わ
れ
わ
れ
は
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。（
中

略
）
今
回
の
試
み
は
、
ま
さ
に
能
、
狂
言
と
新
劇

の
結
合
か
ら
産
ま
れ
る
新
し
い
劇
の
創
造
で
あ
る
。

能
や
狂
言
で
も
な
く
、
ま
た
既
成
の
新
劇
で
も
な

い
新
し
い
劇
こ
そ
、
未
来
の
演
劇
の
姿
で
あ
る
。

〈
冥
の
会
〉
の
歴
史
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
意
義
深

い
公
演
は
、（
Ａ
）
群
の
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
で
あ
る
（
中

略
）（
Ｂ
）
群
は
、
公
演
さ
れ
た
作
品
の
な
か
で
、

「
安
易
な
形
で
の
共
演
で
は
な
く
、
本
質
的
に
演
劇
を
追
求

し
、
互
い
に
裸
に
な
っ
て
つ
な
が
り
を
持
て
ば
何
か
生
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
（
無

署
名
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「
冥
の
会
の
こ
と
」）
８

。

　

ギ
リ
シ
ア
劇
上
演
で
出
発
し
た
後
、
冥
の
会
が
創
作
の

素
材
と
し
た
テ
ク
ス
ト
は
一
様
で
は
な
い
。
一
貫
し
て
西

欧
型
の
近
代
演
劇
と
距
離
を
と
っ
て
い
る
が
、
同
人
た
ち

の
さ
ま
ざ
ま
な
関
心
や
問
題
意
識
を
反
映
し
て
演
目
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
土
屋
恵
一
郎
は
作
品
系
列
を
３
つ

に
分
類
し
、
古
代
悲
劇
の
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』『
ア
ガ

メ
ム
ノ
ー
ン
』『
メ
デ
ア
』
を
（
Ａ
）
群
、
日
本
近
代
文
学

に
も
と
づ
く
『
山
月
記
』『
名
人
伝
』『
天
守
物
語
』
を
（
Ｂ
）

群
、フ
ラ
ン
ス
の
前
衛
演
劇
『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』『
二

人
で
狂
う
』『
わ
た
し
じ
ゃ
な
い
』
を
（
Ｃ
）
群
と
整
理
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

　

冥
の
会
の
上
演
活
動
は
、
テ
ク
ス
ト
の
言
語
性
（
非
自

然
主
義
・
非
リ
ア
リ
ズ
ム
の
言
語
態
）、
俳
優
の
演
技
の
身

体
性
（
発
話
や
所
作
の
様
態
）、
あ
る
い
は
伝
統
と
現
代
を

め
ぐ
る
問
題
群
か
ら
多
角
的
に
考
察
す
る
べ
き
対
象
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
本
格
的
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
存
在
し
な
い
。

主
な
先
行
研
究
に
あ
た
る
の
は
若
干
の
研
究
・
批
評
、
同

人
た
ち
の
著
述
、
そ
れ
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
言
及

等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
新
聞
・
雑
誌
・
機
関
誌
に

掲
載
さ
れ
た
短
い
論
評
や
紹
介
記
事
で
あ
り
、
総
括
不
足

の
感
は
否
め
な
い
。
冥
の
会
の
全
体
像
に
迫
る
た
め
に
は
、

最
も
太
い
幹
を
な
す
作
品
系
列
で
あ
る
（
Ａ
）
群
の
検
討

を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
こ
に

照
準
を
合
わ
せ
て
論
点
を
洗
い
出
し
て
お
き
た
い
。

　

冥
の
会
の
上
演
史
に
関
す
る
基
本
事
項
を
ひ
と
つ
補
足

し
て
お
こ
う
。
76
年
『
天
守
物
語
』
の
発
表
に
際
し
て
、

観
世
寿
夫
は
右
の
よ
う
に
個
人
的
な
所
感
を
述
べ
、
さ
ら

に
「
初
期
に
み
ん
な
か
ら
出
た
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
だ
い
た

い
消
化
し
た
。
ち
ょ
う
ど
い
ま
は
そ
う
い
う
時
点
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
冥
の
会
と
し
て
は
第
二
段
階
み
た
い
な

の
に
入
る
」
と
現
状
と
展
望
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
78

も
っ
と
も
安
定
感
の
あ
る
公
演
で
あ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
、
能
と
狂
言
に
と
っ
て
緊
張
度
の
な
い
も
の

で
あ
っ
た
（
中
略
）（
Ｃ
）
群
は
、
能
と
狂
言
の
役

者
に
と
っ
て
冒
険
的
試
演
の
枠
を
こ
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
９

。

初
期
の
問
題
だ
と
、
能
的
な
も
の
と
か
、
狂
言
の

技
術
を
そ
の
ま
ま
応
用
す
る
と
か
い
う
こ
と
が
、

逆
に
と
っ
て
も
危
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ

ね
。
だ
け
ど
冥
の
会
を
何
年
か
つ
づ
け
て
き
た
こ

と
で
、
今
後
は
逆
に
そ
う
い
う
の
を
使
っ
て
も
、

古
典
の
能
や
狂
言
そ
の
も
の
に
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
日
本
の
い
ま
の
現
代
の
演
劇
の
中
に
、

能
や
狂
言
が
も
っ
て
い
る
一
番
根
底
的
に
あ
る
も

の
を
生
か
す
と
い
う
仕
事
が
、
つ
ま
り
そ
う
い
う

方
向
へ
向
け
る
方
法
が
で
き
そ
う
だ
な
、
と
い
う

気
も
多
少
と
も
し
て
き
た

10

 

。
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年
に
寿
夫
は
53
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
、
次
の
公
演
が
実

現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
第
二
段
階
」と
い
う
言
葉
は
、

未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
冥
の
会
の
活
動
を
再
考
す

る
視
点
を
喚
起
し
て
や
ま
な
い
。
こ
れ
を
来
る
べ
き
演
劇

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
鮮
や
か
に
思
い
描
く
た
め
に
も
、
ま

ず
は
第
一
段
階
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
し
、「
能
や
狂
言
が
持
っ

て
い
る
一
番
根
底
的
に
あ
る
も
の
を
生
か
す
と
い
う
仕
事
」

の
本
質
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

１
９
６
０
年
代
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
上

演
に
は
、
劇
団
く
る
み
座
、
劇
団
俳
優
小
劇
場
、
東
京
大
学

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
研
究
会
に
よ
る
公
演
が
あ
る
も
の
の
、
先
行

事
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
冥
の

会
の
よ
う
な
特
殊
な
成
り
立
ち
の
集
団
が
古
代
悲
劇
の
上
演

に
取
り
組
む
必
然
性
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
』
と
『
メ
デ
ア
』
の
訳
・
演
出
を
担

当
し
た
渡
邊
守
章
は
「
能
か
ら
も
新
劇
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ

　
３

　
古
代
悲
劇
の
実
験

パ
型
近
代
劇
か
ら
も
等・

・

・

距
離
に
あ
る
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
を
、

能
狂
言
の
役
者
を
中
心
に
演
じ
、
舞
台
美
術
や
照
明
や
制

作
は
新
劇
側
が
受
け
持
つ
」（
傍
点
、
原
文
）
と
当
時
の
集

団
創
作
の
形
態
を
振
り
返
っ
て
い
る

11

。

　

能
と
も
新
劇
と
も
遠
い
距
離
に
あ
る
媒
介
項
を
協
同
の

場
に
引
き
入
れ
、
人
間
と
人
間
を
超
え
る
力
と
の
間
に
生
じ

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
劇
的
葛
藤
に
、
演
劇
の
根
源
的
な
力
を

追
い
求
め
る
こ
と
。
そ
う
し
た
創
作
理
念
と
の
関
連
性
に
加

え
て
、
古
代
悲
劇
の
具
体
的
な
特
徴
に
も
留
意
す
べ
き
点
は

少
な
く
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
と
能
楽
の
類
縁
性
や
差
異
に

つ
い
て
は
、
既
往
の
比
較
研
究
に
お
い
て
劇
展
開
、
声
と
身

体
の
主
題
、
あ
る
い
は
文
化
史
的
な
背
景
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
の
考
察
が
あ
る
が

12

、
冥
の
会
が
力
点
を
お
い
た
の

は
「
仮
面
」
と
「
コ
ロ
ス
」
の
問
題
系
だ
っ
た
。

能
の
役
者
と
い
う
の
は
、
常
に
冥
暗
の
世
界
と
現

世
と
の
中
間
に
た
だ
よ
う
霊
魂
の
よ
う
な
も
の
だ

か
ら
、
何
ら
か
の
思
い
な
り
訴
え
な
り
を
安
心
し

て
託
し
、
託
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
呪
術
力
を

　

観
世
寿
夫
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
ギ
リ
シ
ア
劇
に
お
け
る

仮
面
の
持
つ
超
越
性
や
憑
依
性
、
そ
れ
ら
の
劇
的
効
果
に
も

強
い
関
心
を
示
し
、
自
ら
主
演
し
た
古
代
劇
上
演
に
お
い
て

工
夫
を
凝
ら
し
た
創
作
面
を
使
用
し
て
い
る
。『
オ
イ
デ
ィ

プ
ー
ス
王
』
で
主
要
な
役
を
つ
と
め
る
俳
優
た
ち
が
か
け
た

の
は
、
人
間
の
表
情
を
誇
張
し
デ
ィ
フ
ォ
ル
メ
し
た
、
張

り
ぼ
て
状
の
頭
部
全
体
を
覆
う
大
型
仮
面
（
有
賀
二
郎
作
）。

後
続
作
品
で
は
能
面
に
近
づ
き
、『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
』
の

ク
リ
ュ
タ
イ
メ
ー
ス
ト
ラ
ー
は
、
喝
食
を
モ
デ
ル
と
す
る

素
朴
な
張
り
子
づ
く
り
の
仮
面
（
丸
田
道
夫
作
）、『
メ
デ

ア
』
の
メ
デ
ア
は
、
前
半
で
増
女
と
泥
眼
の
中
間
の
よ
う
な

仮
面
、
後
半
は
霊
女
か
ら
眉
を
取
り
除
い
た
よ
う
な
仮
面
を

使
い
分
け
て
い
る
（
本
職
の
面
打
ち
、
谷
口
明
子
に
よ
る
新

作
）。
こ
の
よ
う
な
独
自
の
悲
劇
面
の
作
意
は
、
上
演
に
お

け
る
仮
面
の
機
能
、
す
な
わ
ち
上
演
・
演
技
者
・
仮
面
と
い

う
三
者
が
重
層
的
に
か
ら
み
合
う
表
現
の
模
索
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
コ
ロ
ス
の
問
題
で
あ
る
が
、
一
連
の
古
代
悲
劇
で
は

観
世
静
夫
や
観
世
榮
夫
が
コ
ー
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
つ
と
め

新
劇
俳
優
と
と
も
に
一
群
の
声
を
響
か
せ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
基
礎
づ
け
る
台
本
に
お
け
る
コ
ロ
ス
の
扱
い
か
た
に
つ

い
て
、
特
筆
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
崎
正
和
に

よ
る
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』
の
潤
色
で
は
、
原
作
に
あ
る

コ
ロ
ス
の
言
葉
を
半
分
以
下
に
切
り
詰
め
て
い
る
（
な
お
登

場
人
物
の
対
話
部
分
の
削
除
は
、
最
小
限
に
と
ど
め
て
い

る
）。
こ
れ
に
対
し
て
渡
邊
守
章
が
訳
・
台
本
作
成
を
つ
と

め
た
『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
』
は
、
原
作
の
長
大
な
コ
ロ
ス
の

言
葉
を
ほ
と
ん
ど
省
略
せ
ず
に
活
用
し
て
い
る
。

　
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』
の
台
本
で
は
、
高
津
春
繁
の
日

本
語
訳
、
Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
の
英
訳
、
Ｈ
・
ｖ
・
ホ
フ
マ

持
た
せ
て
も
ら
え
る
と
信
ず
る
こ
と
の
で
き
る
相

手
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
能
面
な
の
だ
。

能
と
能
役
者
と
能
面
と
い
う
三
つ
の
も
の
は
、
単

に
大
切
が
っ
た
り
理
解
し
合
っ
た
り
と
か
い
っ
た

関
係
を
超
え
て
、
重
層
的
な
か
ら
み
合
い
を
持
た

な
け
れ
ば
三
者
と
も
そ
の
命
を
花
咲
か
せ
ら
れ
な

い
の
だ

13

。
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ン
ス
タ
ー
ル
の
独
訳
な
ど
複
数
の
先
行
テ
ク
ス
ト
が
参
考

に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
山
崎
自
身
が
「
人
物
の
行
動
の
意

味
も
動
機
も
明
快
で
あ
っ
た
か
ら
、
私
と
し
て
は
そ
の
点
で

特
別
の
新
解
釈
を
つ
け
加
へ
る
必
要
は
な
く
、
安
ん
じ
て
、

も
っ
ぱ
ら
せ
り
ふ
の
改
修
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
た
」
と

顧
み
て
い
る
よ
う
に
、
問
題
の
中
心
は
文
体
面
に
あ
り
、
内

容
面
の
改
変
の
度
合
い
は
小
さ
い
。
台
本
作
者
は
、
体
言
ど

め
、
倒
置
法
、
特
殊
な
修
飾
の
技
法
を
用
い
て
、
台
詞
の
滑

ら
か
な
つ
な
が
り
と
詩
的
な
緊
張
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
に
専
心
し
て
い
る
の
で
あ
る

14

。

　

一
方
、『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー
ン
』
の
台
本
は
、
予
兆
や
不
穏

な
気
配
が
瀰び
ま
ん漫

し
、
や
が
て
悲
劇
的
な
昂
揚
が
お
と
ず
れ
る

と
い
う
劇
的
展
開
を
支
え
る
コ
ロ
ス
の
役
割
を
重
視
し
て

い
る
。
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
修
辞
の
多
い
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス

の
晦か
い
じ
ゅ
う渋

な
劇
言
語
、
そ
の
独
特
な
比
喩
の
折
重
な
り
を
活
か

し
、
多
義
的
な
言
語
空
間
を
精
彩
に
富
む
日
本
語
と
し
て
捉

え
返
す
こ
と
。
さ
ら
に
演
出
作
業
を
想
定
し
て
「
鎮
魂
」
の

主
題
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
、
渡
邊
は
注
力
し
て
い
る
。

　

ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
原
作
は
、
オ
レ
ス
テ
イ
ア
三
部
作

の
第
一
部
に
あ
た
る
が
、
渡
邊
は
こ
の
三
部
作
全
体
を
貫

く
「
復
讐
の
女
神
」
に
ま
つ
わ
る
恨
み
や
怨
念
の
浄
化
運
動

と
、
そ
の
中
枢
に
あ
る
非
業
の
死
を
遂
げ
る
英
雄
（
ア
ガ
メ

ム
ノ
ー
ン
）
の
鎮
魂
舞
歌
を
柱
に
据
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
に
見
合
う
も
の
と
し
て
御
霊
信
仰
（
怨
年
を
残
し
て
死

ん
だ
霊
た
ち
の
魂
振
り
・
魂
鎮
め
の
祭
祀
）
の
構
造
を
対
置

す
る
、
と
い
う
演
出
的
な
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ギ
リ
シ
ア
と
日
本
の
演
劇
的
な
想
像
力
の
深
層
を
照
ら

し
合
わ
せ
、
観
世
寿
夫
の
演
じ
る
悲
劇
的
な
女
性
像
に
よ
っ

て
人
間
的
規
模
を
超
え
る
力
と
の
関
係
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
と
い
う
渡
邊
の
創
作
ビ
ジ
ョ
ン
は
、『
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー

ン
』
か
ら
『
メ
デ
ア
』
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

《
冥
の
会
》
の
殊
に
能
と
か
狂
言
の
役
者
の
方
々
に

は
、
舞
台
に
出
た
だ
け
で
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
、

つ
ま
り
存
在
感
を
も
っ
た
人
が
多
い
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
に
カ
タ
が
き
ま
り
や
す
い
。
そ
れ
を
ど

こ
ま
で
こ
わ
し
て
、
ど
こ
ま
で
生
か
す
か
（
中
略
）

個
々
人
の
も
っ
て
い
る
力
量
を
、
空
間
化
し
そ
し

　

旗
揚
げ
以
来
、
冥
の
会
の
舞
台
の
観
劇
を
続
け
て
き
た

中
村
雄
二
郎
は
『
メ
デ
ア
』
の
公
演
の
際
に
、
こ
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。
能
楽
の
「
カ
タ
」
を
そ
の
ま
ま
転
用
す

る
の
で
は
な
く
新
た
な
場
に
位
置
づ
け
直
す
、
あ
る
い
は

い
っ
た
ん
「
カ
タ
」
を
裸
形
化
し
再
構
築
す
る
。
そ
う
し

た
試
み
に
「
仕
掛
け
を
も
っ
た
台
本
と
演
出
方
法
」
が
相

応
し
い
、
と
い
う
中
村
の
見
解
に
は
頷
け
る
部
分
が
大
き

い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
『
メ
デ
ア
』
に
は
貴
重
な
検
討

材
料
が
残
っ
て
い
る
。
冥
の
会
の
台
本
の
多
く
は
、
原
作

の
劇
構
造
や
筋
の
流
れ
に
忠
実
で
あ
る
あ
ま
り
、
資
料
か

ら
「
仕
掛
け
」
と
し
て
の
機
能
が
な
か
な
か
読
み
取
り
が

た
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
メ
デ
ア
』
の
台
本
は
、
演
出
方

法
を
濃
厚
に
反
映
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
か
つ
比
較
検

討
の
材
料
や
断
片
的
な
舞
台
の
動
画
記
録
等
の
関
連
資
料

も
あ
る
程
度
ま
で
残
っ
て
い
る
（
ち
な
み
に
現
時
点
で
の

調
査
の
お
よ
ぶ
か
ぎ
り
、『
メ
デ
ア
』
の
舞
台
映
像
は
、
冥

の
会
の
公
演
に
関
す
る
記
録
動
画
と
し
て
は
唯
一
の
も
の

で
あ
る
）。
以
下
で
は
、作
品
論
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
『
メ

デ
ア
』
の
台
本
の
基
本
的
な
特
徴
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

　

冥
の
会
『
メ
デ
ア
』
は
、
有
名
な
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
同

名
戯
曲
で
は
な
く
、
セ
ネ
カ
の
ロ
ー
マ
悲
劇
を
原
作
と
し

て
い
る
。
夫
に
裏
切
ら
れ
復
讐
の
た
め
に
自
ら
の
子
を
殺

す
コ
ル
キ
ス
の
王
女
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
に
大
き
な
違
い
は

な
い
が
、
セ
ネ
カ
の
作
は
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
そ
れ
と
比
べ

る
と
、
メ
デ
ア
の
人
間
的
な
情
感
の
表
出
は
控
え
め
で
あ

り
、
代
わ
っ
て
そ
の
呪
術
的
な
特
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
演
の
前
年
、
渡
邊
守
章
は
ラ
テ
ン
語
原
典
か
ら
原
作
を

翻
訳
（
底
本
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
の
Ｃ
・
Ｄ
・

て
関
係
化
す
る
（
中
略
）
あ
る
い
は
も
て
る
も
の

を
分
解
し
て
組
み
か
え
る
と
い
う
こ
と
、
そ
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
も
っ
た
台
本

と
演
出
方
法
が
望
ま
し
い
こ
と
が
、
か
な
り
は
っ

き
り
し
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か

15

。

　
４

　
『
メ
デ
ア
』
の
上
演
台
本
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Ｎ
・
コ
ス
タ
校
注
版
）、
さ
ら
に
そ
の
翻
訳
テ
ク
ス
ト
に
潤

色
を
ほ
ど
こ
し
上
演
台
本
の
初
稿
を
手
が
け
て
い
る
。
潤
色

の
大
き
な
方
向
性
と
し
て
は
、
上
演
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
新

た
に
案
出
し
、
そ
こ
に
原
作
を
位
置
づ
け
直
す
こ
と
を
試
み

て
い
る
。
ア
ル
ゴ
ー
船
の
遠
征
（
メ
デ
ア
の
ド
ラ
マ
の
前
日

譚
。
夫
の
イ
ア
ソ
ン
が
黄
金
の
羊
の
毛
皮
を
奪
う
た
め
に

行
っ
た
冒
険
）
は
宇
宙
の
秩
序
へ
の
侵
犯
で
あ
り
、
そ
の
代

償
と
し
て
異
形
の
存
在
で
あ
る
メ
デ
ア
が
文
明
世
界
に
招

来
す
る
。
底
本
校
注
に
あ
る
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
手
が
か
り

に
、
渡
邊
は
日
本
の
土
着
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
導
入
し
つ
つ
ド

ラ
マ
を
編
み
直
し
て
い
る

16

。

　

全
18
場
か
ら
な
る
初
稿
の
構
成
は
、
右
の
通
り
で
あ
る
。

冒
頭
場
面
（
＃
１
）
と
終
幕
場
面
（
＃
18
）
に
、
石
牟
礼

道
子
「
苦
界
浄
土
」
を
引
用
し
、
生
態
系
の
破
壊
、
死
者

の
鎮
魂
と
い
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
を
結
節
点
と
し
て
、
原
作

の
神
話
的
世
界
と
現
代
日
本
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
主
題
（
水

俣
の
公
害
）
と
の
接
続
を
図
っ
て
い
る
。

＃
１　

序
「
鎮
魂
」

＃
２　

祈
り
（
メ
デ
ア
の
）

＃
３　

祝
言
（
コ
リ
ン
ト
ス
風
の
）

＃
４　

メ
デ
ア
愁
嘆

＃
５　

メ
デ
ア
対
ク
レ
オ
（
メ
デ
ア
と
世
界
と
の
第
一
の
対
決
）

＃
６　

オ
ラ
ト
リ
オ
「
ア
ル
ゴ
ー
船
の
大
遠
征
」

＃
７　

メ
デ
ア
狂
乱

＃
８　

イ
ヤ
ソ
ン
と
メ
デ
ア

＃
９　

メ
デ
ア
の
決
意

＃
10　

破
局
の
予
感

＃
11　

破
局
の
幻
影

＃
12　

メ
デ
ア
呪
術
の
段

＃
13　

同
前
、
メ
デ
ア
の
息
子
た
ち

＃
14　

破
局
の
予
感

＃
15　

王
家
の
破
滅
の
語
り

＃
16　

メ
デ
ア
、
真
の
狂
乱

＃
17　

大
詰　

愛
児
殺
害
の
場

＃
18　

エ
ピ
ロ
ー
グ

今
度
の
潤
色
を
す
る
場
合
に
は
、
メ
デ
ア
に
と
っ
て

の
言
葉
の
問
題
は
一
つ
の
核
と
し
て
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
心
理
的
な
言
葉
も
あ
り
ま
す
し
、
メ
デ

　

潤
色
に
よ
り
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
要
素
に
つ
い
て
３
つ

の
角
度
か
ら
捉
え
て
お
き
た
い
。
第
１
に
言
語
態
の
多
元
性

で
あ
る
。
潤
色
者
が
右
の
引
用
箇
所
で
語
っ
て
い
る
よ
う
な

メ
デ
ア
を
め
ぐ
る
言
葉
の
諸
性
質
（
心
理
的
な
言
葉
、
演
劇

的
な
修
辞
、
祭
儀
的
な
言
葉
、
侵
犯
行
為
に
ち
な
む
啓
示
の

言
葉
）
を
活
か
し
な
が
ら
、
台
本
で
は
「
苦
海
浄
土
」
に
加

え
て
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
「
メ
ー
デ
イ
ア
」（
中
村
善
也
訳
）、

A.
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
篇
（
渡
邉
守
章
訳
）、
謡
曲
「
翁
」
な
ど
、

多
様
な
引
用
テ
ク
ス
ト
を
用
い
て
い
る
。
セ
ネ
カ
の
原
作

に
、
他
の
断
片
的
な
章
句
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
で
、
多

元
的
な
引
用
の
織
物
を
紡
い
で
い
る
の
で
あ
る
。　

　

第
２
に
人
物
形
象
の
多
義
性
で
あ
る
。
台
本
で
は
、
原
作

の
主
要
人
物
（
メ
デ
ア
、イ
ヤ
ソ
ン
、乳
母
な
ど
）
に
加
え
て
、

新
た
に
「
少
年
」
の
役
な
ど
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
他
方
、

合
唱
隊
は
コ
リ
ン
ト
ス
の
支
配
者
の
グ
ル
ー
プ
、
民
衆
の
グ

ル
ー
プ
と
２
つ
に
分
け
、
コ
ロ
ス
が
場
に
応
じ
て
登
場
人
物

を
演
じ
分
け
る
よ
う
に
改
変
す
る
こ
と
で
、
多
義
性
を
帯
び

た
形
象
を
象
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

　

第
３
に
作
品
構
造
の
多
層
性
で
あ
る
。
台
本
で
は
単
に

メ
デ
ア
の
劇
が
現
実
ら
し
さ
を
と
も
な
う
時
間
経
過
に

沿
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ド
ラ
マ
の
要

所
は
、
別
次
元
の
人
物
に
よ
っ
て
幻
視
さ
れ
た
情
景
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
メ
デ
ア
と
「
不
可
分
の
神
話
的
形

象
で
あ
る
〈
永
遠
の
少
年
〉
を
演
ず
る
若
者
を
ワ
キ
と
し

て
配
し
、
全
体
を
多
層
的
な
〈
メ
デ
ア
願
望
〉
の
劇
に
仕

立
て
て
み
た
」
と
渡
邉
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
で

ア
が
自
分
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
く
た
め

の
演
劇
的
な
修
辞
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
た
と
え
ば
呪
術
の
段
の
よ
う
に
、
メ
デ
ア
の

生
活
史
の
な
か
で
、
祭
儀
的
で
あ
る
と
い
う
意
味

で
の
神
聖
な
言
葉
を
取
り
か
え
し
た
部
分
と
い
う

の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
祭

儀
の
言
葉
を
通
り
抜
け
て
し
ま
っ
て
、
つ
ま
り
自

分
の
子
供
を
殺
す
と
い
う
恐
る
べ
き
侵
犯
行
為
を

犯
す
こ
と
で
、
メ
デ
ア
の
存
在
そ
の
も
の
を
つ
う

じ
て
聖
な
る
も
の
が
啓
示
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な

水
準
ま
で
、
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

17

。
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22

は
能
楽
の
表
現
構
造
が
参
照
さ
れ
て
い
る

18

。

　

以
上
の
よ
う
な
言
語
態
の
多
元
性
、
人
物
形
象
の
多
義

性
、
作
品
構
造
の
多
層
性
と
い
っ
た
〈
多
〉
な
る
も
の
へ
の

傾
向
が
、
西
洋
型
の
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
劇
に
お
け
る
〈
一
〉

な
る
も
の
へ
の
志
向
と
対
極
的
で
あ
る
。
つ
ま
り『
メ
デ
ア
』

は
、
統
一
的
な
人
格
を
前
提
と
す
る
言
葉
と
身
体
の
同
一
性

を
大
き
く
踏
み
越
え
よ
う
と
す
る
企
図
の
も
と
で
進
め
ら

れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
渡
邊
守
章
は
、
冥
の
会
に
お
け
る
重

要
テ
ー
マ
と
し
て
「
言
葉
と
身
体
と
の
複
数
性
」
を
挙
げ
て

い
る
が
、
そ
う
し
た
創
作
企
図
を
背
景
と
し
て
『
メ
デ
ア
』

が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
表
現
を
生
み
出
し
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

19

。

　

現
時
点
で
調
査
の
済
ん
で
い
る
『
メ
デ
ア
』
の
主
要
な
上

演
資
料
は
右
に
列
挙
し
た
通
り
で
あ
る
。
ⅰ
・
ⅱ
・
ⅴ
は
創

作
の
助
走
段
階
か
ら
上
演
前
後
に
い
た
る
テ
ク
ス
ト
の
あ
り

よ
う
、
ⅳ
は
上
演
時
の
作
品
の
構
成
、
ⅲ
に
は
上
演
の
様
子

の
一
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
比
較
考
証
な
ら
び
に
関
連
資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ

た
包
括
的
な
検
討
に
よ
っ
て
、
創
造
プ
ロ
セ
ス
の
内
実
に
で

き
る
か
ぎ
り
迫
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　
『
メ
デ
ア
』
の
作
品
分
析
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
行
う

が
、
同
作
の
台
本
と
演
出
方
法
が
、
能
・
狂
言
の
役
者
に
と
っ

ⅰ セ
ネ
カ
「
メ
ー
デ
ー
ア
」『
愛
蔵
版 

世
界
文
学
全
集
１
』
渡
邉
守
章

訳
、
集
英
社
、
１
９
７
４
年
、
４
５
５–

４
８
２
頁
。

セ
ネ
カ
原
作
、渡
邉
守
章
訳
・
潤
色「
悲
劇
メ
デ
ア
」演
劇
上
演
資
料
、

冥
の
会
、
１
９
７
５
年
。

冥
の
会
第
５
回
公
演
『
メ
デ
ア
』
演
劇
上
演
資
料
、
冥
の
会
、

１
９
７
５
年
。

冥
の
会
第
５
回
公
演
『
メ
デ
ア
』
演
劇
上
演
資
料
、
冥
の
会
、

１
９
７
５
年
７
月
。

セ
ネ
カ
原
作
、
渡
邉
守
章
訳
・
潤
色
「
悲
劇
メ
デ
ア
」『
新
劇
』
白

水
社
、
１
９
７
５
年
８
月
、
１
１
４
―
１
４
８
頁
。

て
も
、
新
劇
の
俳
優
に
と
っ
て
も
、
各
々
の
本
分
と
す
る

ジ
ャ
ン
ル
の
自
明
性
や
表
現
方
法
を
根
底
か
ら
問
い
直
す

こ
と
な
し
に
、
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
。
こ
の
作
品
の
「
仕
掛
け
を

も
っ
た
台
本
と
演
出
方
法
」
は
、〈
能
役
者
は
能
役
者
で
あ

る
〉〈
新
劇
俳
優
は
新
劇
俳
優
で
あ
る
〉
と
い
っ
た
所
与
の

条
件
、
な
い
し
自
同
律
的
な
表
現
主
体
の
根
拠
を
揺
る
が
す

「
言
葉
と
身
体
と
の
複
数
性
」
を
眼
目
と
し
て
い
る
。
そ
こ

に
冥
の
会
の
創
造
に
お
け
る
協
同
と
越
境
の
核
心
的
な
契

機
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

渡
邊
守
章
「
再
び
「
伝
統
」
と
「
古
典
」
に
つ
い
て—

—

言
語
と

身
体
」『
渡
邊
守
章
評
論
集 

越
境
す
る
伝
統
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

２
０
０
９
年
、
１
３
５
・
１
３
７
頁
。

鈴
木
忠
志
「
越
境
す
る
力 

観
世
寿
夫
」『
演
劇
論 

越
境
す
る
力
』　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
出
版
、
１
９
８
４
年
、
97 –

 

99
頁
。

公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
た
同
人
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、

冥
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
75
年
に
藤
波
与
兵
衛
が
亡
く
な
り
、

山
本
則
寿
が
72
年
の
第
２
回
公
演
以
降
、
同
人
か
ら
外
れ
て
い

る
以
外
は
、
76
年
の
最
終
公
演
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。

観
世
寿
夫
・
観
世
静
夫
「
若
い
世
代
か
ら
」『
伝
統
芸
術
』
11
号
、

伝
統
芸
術
の
会
、
１
９
５
２
年
10
月
、
１
頁
。

１
９
５
０
年
代
以
降
に
活
発
化
し
た
能
と
現
代
演
劇
と
の
交
流

に
つ
い
て
は
羽
田
昶
「
能
技
法
前
提
の
現
代
演
劇
」『
岩
波
講
座 

能
・
狂
言
Ⅲ 

能
の
作
者
と
作
品
』
岩
波
書
店
、
１
９
８
７
年
、

３
６
３ –

３
８
１
頁
な
ど
を
参
照
。

石
澤
秀
二
・
観
世
静
夫
・
観
世
寿
夫
・
関
弘
子
・
野
村
万
作
・
野
村

万
之
丞
・
山
岡
久
乃
「
座
談
会 

能
・
新
劇
・
ギ
リ
シ
ャ
劇
」『
観
世

寿
夫
著
作
集  

三  

伝
統
と
現
代
』
平
凡
社
、１
９
８
１
年
、２
１
１
頁
。

（
初
出

：

１
９
７
１
年
）。

本
研
究
で
は
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
演
劇
資
料
室
、
京

都
芸
術
大
学
舞
台
芸
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
劇
団
青
年
座
、
法
政

大
学
能
楽
研
究
所
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
等
を
対
象
に
、

所
蔵
資
料
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
（
２
０
２
４
年
12
月
現
在
）。

『
大
阪
労
演
』
２
６
７
号
、
大
阪
勤
労
者
演
劇
協
会
、
１
９
７
１

年
７
月
、
７
頁
。
同
冊
子
は
大
阪
労
演
の
例
会
で
上
演
さ
れ
た
冥

の
会
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
兼
ね
て
い
る
。

土
屋
恵
一
郎
「
能
の
拡
張
と
可
能
性
―
―
〈
冥
の
会
〉
と
〈
橋
の

会
〉」『
文
芸
・
演
劇
の
諸
相
〈
芸
術
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
７
〉』
勁
草

書
房
、
１
９
９
７
年
、
２
１
４–

２
１
９
頁
。

観
世
静
夫
・
観
世
寿
夫
・
観
世
榮
夫
・
野
村
万
作
・
野
村
万
之

丞
・
森
塚
敏
「
座
談
会 

今
後
「
冥
の
会
」
の
目
指
す
も
の
」『
観

世
寿
夫
著
作
集 

四 

能
役
者
の
周
辺
』
平
凡
社
、
１
９
８
１
年
、

123
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２
０
４–

２
０
５
頁
（
初
出

：

１
９
７
６
年
）。

渡
邊
守
章
「
観
世
榮
夫
氏
を
悼
む
」『
渡
邊
守
章
評
論
集
越
境
す

る
伝
統
』
３
２
３
頁
。

近
年
の
比
較
研
究
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
Ｍ
・
Ｊ
・
ス
メ
サ
ー

ス
ト
『
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
と
能
に
お
け
る
「
劇
展
開
」
―
―
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ー
ス
を
手
引
き
に
、
そ
し
て
彼
を
超
え
て
―
』
法
政
大
学
能
楽

研
究
所
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」、
２
０
１
４
年
。
佐

藤
亨
ほ
か
共
著『
ギ
リ
シ
ア
劇
と
能
の
再
生
』水
声
社
、２
０
０
９
年
。

観
世
寿
夫
「
能
面
、
内
な
る
ド
ラ
マ
」『
観
世
寿
夫
著
作
集
二　

仮
面
の
演
技
』
平
凡
社
、
１
９
８
１
年
、
２
７
１
頁
。

山
崎
正
和
「
あ
と
が
き
」『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
昇
天
』
福
武
書
店
、　

１
９
８
４
年
、
１
７
８–

１
８
０
頁
。

中
村
雄
二
郎
・
渡
邊
守
章
「
悲
劇
と
神
話
」
渡
邊
守
章
『
空
間

の
神
話
学
』
朝
日
出
版
社
、
１
９
７
８
年
、
１
３
５–

１
３
６
頁

（
初
出

：

１
９
７
５
年
）

『
メ
デ
ア
』
潤
色
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
等
を
参
照
。
渡
邊
守　

章
「
セ
ネ
カ
―
悲
劇
の
記
憶
」『
快
楽
と
欲
望
―
舞
台
の
幻
想
に

つ
い
て
』
新
書
館
、２
０
０
９
年
、３
１
７–

３
２
１
頁
。
同
「
ギ

リ
シ
ア
悲
劇
と
現
代
」『
踊
る
こ
と
・
劇
―
舞
台
の
あ
る
風
景
―
』

新
書
館
、
１
９
８
７
年
、
１
７
９–

２
２
６
頁
。

中
村
・
渡
邊
、
前
掲
、
１
２
２
頁
。

渡
邊
守
章
「
外
部
の
視
座
」『
芝
居
鉛
筆
書
き
』
冬
樹
社
、

１
９
８
３
年
、
68
頁
。

渡
邊
守
章
『
劇
場
の
思
考
』
岩
波
書
店
、
１
９
８
４
年
、
95
頁
。

本
稿
は
、
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研

究
拠
点
」
の
２
０
２
４
年
度
公
募
型
共
同
研
究
「「
冥
の
会
」
の
先
駆
的
・

越
境
的
な
協
同
創
作
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者

：

新
里
直
之
）
を

ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
調
査
・
研
究
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
本
研
究
論
文
「
冥
の
会
研
究
」
は
4
回
に
分
け
て
の
発
表
を
見
込
ん

で
お
り
、（
二
）
は
『
メ
デ
ア
』
の
作
品
論
、（
三
）（
四
）
は
能
・
狂
言

の
役
者
に
と
っ
て
の
越
境
と
協
同
の
意
義
に
焦
点
を
あ
て
た
論
考
と
な
る

予
定
で
あ
る
。
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